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エー・ビー・シー
 野外教育センター

別府大学短期大学部
教授

南大分幼稚園 住吉保育所 県地球環境対策課

　※プログラム参照

・　ごみ分別は、「なかま集め」という感覚でやっていくと、こどもたちは理解しやすく行動にも移し

　やすいということが理解できた。

・　冒頭の人形（ペンギン）を使った寸劇による導入が、こどもに響いていたように思う。

　　こどもたちが、ペンギンの言葉を受けて「動物がかわいそうだからゴミを捨てたりしない」という

　思いを素直に持つように努めたい。

・　ゴミ集めして海がきれいになった結果ペンギンが喜ぶ、というかたちでワークショップを結ぶ、な

　ど色々工夫しながら各園で実践できることが分かった。　

・　今回のテーマだと、親子参観の題材に良いと思った。ごみ分別などは親も一緒に考えて、家庭での

　話題に繋げていけそうだと思った。

・海には人工物（ゴミ）がたくさん流れ着き、私たちの生活がゴミを生み出しているということに気づい
てもらう。
・見た目が美しいものでも、海の動物に悪影響を与えていることを知ってもらう。
・人工物（ゴミ）でも楽しみながら工夫すれば素敵なものが出来あがる体験をする。

振り返りでの意見等

【参加した指導者等からの感想・意見】

【実施の様子】

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
参加園児（人）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
参加者数（人）

実施プログラムの内容

【目的・ねらい】

幼児向け環境ワークショップ研修事業　実施状況一覧

実施園 実施日時 実施団体

大分市立南大分幼稚園
平成27年11月25日（水）
　　ﾜｰｸ  9:00～10:35
   検討 10:40～11:20

特定非営利活動法人
　エー・ビー・シー
　　野外教育センター


